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齋
藤

　
達
哉

　
提
出

　
学
位
申
請
論
文

　
　
『
国
語
仮
名
表
記
史
の
研
究
』
審
査
要
旨

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
本
論
文
は
、
仮
名
主
体
で
表
記
さ
れ
た
古
典
日
本
語
の
文
章
で
あ
る
「
仮
名
資
料
」
を
調

査
対
象
と
し
て
、
日
本
語
学
の
文
字
・
表
記
史
の
分
野
に
立
脚
し
て
「
仮
名
資
料
の
文
字
調
査
」

「
語
と
用
字
と
の
関
係
」「
字
体
認
識
と
書
写
態
度
」
の
観
点
か
ら
調
査
し
、四
部
十
四
章
に
亘
っ

て
考
察
し
た
論
文
で
あ
る
。

　
第
１
部
「
国
語
仮
名
表
記
史
の
研
究
―
目
的
・
用
語
・
資
料
・
方
法
―
」
で
は
、
研
究
の
目
的
・

用
語
・
資
料
、
研
究
の
方
法
・
分
析
の
視
点
な
ど
、
本
論
文
の
内
容
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ

て
前
提
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
先
行
研
究
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
立
場
を
述
べ
て
い
る
。

　
第
２
部
「
仮
名
資
料
の
文
字
調
査
」
で
は
、
同
一
タ
イ
ト
ル
の
仮
名
資
料
の
諸
伝
本
に
お

け
る
使
用
文
字
を
調
査
し
、「
仮
名
字
種
数
」「
漢
字
含
有
率
」
や
、「
改
行
位
置
の
一
致
度
」
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－ 3 － － 2 －

な
ど
に
よ
っ
て
整
理
す
る
こ
と
で
、
表
記
面
か
ら
客
観
的
に
分
類
し
て
い
る
。
第
１
章
で
は
、

仮
名
主
体
の
表
記
に
お
け
る
「
常
用
漢
字
」「
常
用
仮
名
字
体
」
を
提
唱
し
、「
常
用
仮
名
字

体
」
が
現
代
の
平
仮
名
に
一
致
す
る
字
種
に
よ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
漢
語
に
「
仮

名
表
記
率
が
漢
字
表
記
率
を
上
回
る
語
」
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
、
和
語
に
「
漢
字
表
記
率
が

一
〇
〇
％
の
語
」
「
漢
字
表
記
率
が
仮
名
表
記
率
を
上
回
る
語
」
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
等
、
語

種
と
文
字
体
系
と
が
結
び
付
か
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
２
章
で
は
、
漢
字
含
有
率
が
低

い
こ
と
が
表
記
上
の
古
態
性
の
判
断
材
料
と
な
り
、
漢
字
含
有
率
が
高
い
写
本
は
拍
数
が
多

い
和
語
に
ま
で
漢
字
を
当
て
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、
仮
名
字
種
数
が
八
二
字
種
よ
り
も
少

な
い
写
本
で
は
、
仮
名
字
種≪
古

≪≪

見≫

に
位
置
に
よ
る
仮
名
の
使
い
分
け
の
傾
向
が
現

れ
が
ち
で
あ
り
、
仮
名
字
種
数
が
八
三
字
種
よ
り
も
多
い
伝
本
で
は
、
位
置
に
よ
る
仮
名
の

使
い
分
け
の
傾
向
が
失
わ
れ
が
ち
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
位
置
に
よ
る
仮
名
の
使
い

分
け
の
傾
向
に
つ
い
て
、
仮
名
字
種
の
多
様
性
を
重
視
し
た
表
記
ス
タ
イ
ル
の
中
で
は
、
煩

雑
さ
を
回
避
す
る
た
め
に
、
機
能
し
な
く
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

漢
字
含
有
率
と
仮
名
字
種
数
と
の
二
軸
の
散
布
図
を
用
い
て
、
写
本
の
表
記
態
度
を
可
視
化
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－ 3 － － 2 －

し
、
表
記
面
に
基
づ
く
写
本
の
客
観
的
分
類
の
必
要
性
を
論
じ
て
い
る
。
第
３
章
で
は
、
表

記
面
に
基
づ
く
写
本
の
客
観
的
分
類
の
実
例
と
し
て
、
漢
字
含
有
率
が
表
記
の
古
態
性
や
可

読
性
を
知
る
手
が
か
り
と
な
り
、
仮
名
字
種
数
が
仮
名
に
語
の
分
節
機
能
を
持
た
せ
る
表
記

で
あ
る
か
や
、
仮
名
の
多
様
性
を
重
視
し
た
表
記
で
あ
る
か
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
『
源
氏
物
語
』
の
諸
伝
本
が
《
志
》
の
機
能
に
よ
っ
て
四
群
に
分
別

で
き
、
同
じ
群
に
ま
と
め
ら
れ
た
伝
本
は
、
伝
来
・
書
写
集
団
・
媒
体
の
面
で
共
通
性
を
持

つ
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
漢
字
含
有
率
と
仮
名
字
種
数
と
の
二
軸

で
の
散
布
図
に
よ
っ
て
も
、
性
質
の
異
な
る
四
領
域
の
区
分
が
見
出
だ
せ
る
こ
と
も
論
じ
て

い
る
。
第
４
章
で
は
、
専
修
大
学
蔵
『
源
氏
物
語
』「
桐
壷
」
写
本
の
性
格
を
分
析
し
て
、
漢

字
含
有
率
か
ら
古
態
を
残
す
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
仮
名
字
種
数
か
ら
仮
名
が
語
の

分
節
機
能
を
担
う
こ
と
は
望
め
な
い
写
本
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
５
章
で
は
、

近
い
関
係
に
あ
る
『
源
氏
物
語
』
の
二
写
本
に
注
目
し
、
書
写
の
際
に
払
わ
れ
た
表
記
面
に

お
け
る
「
質
」
に
関
す
る
注
意
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
仮
名
字
種
数
と
漢
字
含
有
率
の
ほ

か
に
改
行
位
置
の
一
致
度
を
併
せ
て
検
討
し
、
改
行
位
置
の
一
致
度
が
高
い
巻
（
書
写
の
慎
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－ 5 － － 4 －

重
度
が
高
い
巻
）
で
は
仮
名
は
仮
名
と
し
て
、
漢
字
は
漢
字
と
し
て
写
さ
れ
て
い
る
と
指
摘

す
る
。

　
第
３
部
「
語
と
用
字
」
で
は
、「
語
」
と
そ
の
表
記
に
用
い
ら
れ
る
「
文
字
」
と
の
関
係
に

焦
点
を
絞
っ
て
論
じ
て
い
る
。
第
１
章
で
は
、対
象
を
「
ハ
」
の
仮
名
に
絞
り
、《
者
》
と
《
八
》

《
盤
》
《
は
》
と
の
間
に
は
、
弁
別
が
明
瞭
に
観
察
で
き
る
と
は
言
え
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
、「
ハ
」

の
異
体
仮
名
に
「
語
で
の
位
置
に
よ
る
仮
名
の
使
い
分
け
」
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
論
じ
て

い
る
。
し
か
し
、
《
者
》
が
語
頭
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
議
会
図
書
館
本
に

至
る
ま
で
の
ど
こ
か
の
時
点
の
写
本
に
お
い
て
、《
者
》
に
、
不
完
全
な
が
ら
も
「
意
味
単
位

の
始
ま
り
」
を
示
す
機
能
を
負
わ
せ
る
書
写
者
（
語
の
分
節
機
能
を
負
わ
せ
る
書
写
者
）
が

い
た
と
見
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。
第
２
章
で
は
、
中
世
か
ら
近
世
初
期
に
か

け
て
の
仮
名
写
本
で
あ
る
源
氏
物
語
の
議
会
図
書
館
本
を
例
に
し
て
、「
ケ
ハ
ヒ
」「
カ
タ
ハ

ラ
イ
タ
シ
」
「
カ
タ
ハ
ラ
」
の
よ
う
に
、
音
韻
変
化
に
則
っ
て
ハ
行
転
呼
を
伴
う
語
形
と
、
原

義
と
は
別
の
語
源
意
識
・
語
構
成
意
識
に
起
因
す
る
ハ
行
転
呼
を
伴
わ
な
い
語
形
と
の
二
つ

の
語
形
解
釈
が
併
存
す
る
場
合
、
ハ
の
仮
名
に
仮
名
字
種
《
八
》
を
用
い
る
か
、
仮
名
字
種
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《
者
》
を
用
い
る
か
の
「
揺
れ
」
が
目
立
つ
と
指
摘
し
て
い
る
。
第
３
章
で
は
、
仮
名
主
体
で

表
記
さ
れ
た
『
足
利
本
仮
名
書
き
法
華
経
』
を
資
料
と
し
て
、
統
計
的
手
法
を
用
い
て
検
討

し
て
、
ハ
の
仮
名
字
種
の
選
択
と
前
後
の
文
字
（
字
形
）
と
に
は
関
連
性
が
あ
る
と
は
言
え

ず
、
む
し
ろ
、
語
に
固
定
し
た
用
字
が
な
さ
れ
る
こ
と
、
ハ
の
仮
名
に
は
連
綿
率
は
低
い
も

の
と
高
い
も
の
と
が
あ
る
こ
と
等
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
４
章
で
は
、『
足
利
本
仮
名
書

き
法
華
経
』
の
頻
出
漢
字
字
種
を
定
着
度
に
よ
っ
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、「
訓
よ
み
」
が
使
用

さ
れ
る
な
ど
幅
広
い
用
法
で
使
用
さ
れ
て
い
る
定
着
度
の
高
い
漢
字
と
、「
音
よ
み
」
に
偏
る

仏
教
経
典
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
特
徴
漢
字
と
の
大
き
く
二
種
に
整
理
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
第
５
章
で
は
、
仮
名
主
体
で
表
記
さ
れ
た
古
典
日
本
語
の
文
章
中
で
、
漢
字

「
候
」
が
仮
名
の
影
響
を
受
け
た
字
体
に
変
形
す
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
資
料
と
し

て
『
百
二
十
句
本
平
家
物
語
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』
な
ど
の
近
世
に
書
写
さ
れ
た
仮
名
写
本
を

用
い
、
変
形
し
た
字
体
を
「
省
略
字
体
」
と
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
発
生
の
背
景
と
し
て
、

同
じ
字
体
の
反
復
回
避
の
た
め
で
は
な
く
、
同
一
字
体
の
反
復
を
さ
せ
な
い
で
も
よ
い
環
境

の
用
意
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
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第
４
部
「
字
体
認
識
・
書
写
態
度
の
展
開
」
で
は
、
仮
名
表
記
の
実
態
で
は
な
く
、
書
写

者
側
の
認
識
・
態
度
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
第
１
章
で
は
、
歌
書
で
あ
る
『
悦
目
抄
』
類

の
中
に
見
え
る
「
位
置
に
よ
る
仮
名
の
使
い
分
け
」
に
関
す
る
記
述
を
再
検
討
し
て
、『
悦
目
抄
』

類
の
誤
り
に
つ
い
て
、
諸
伝
本
に
お
け
る
記
述
内
容
の
変
化
の
直
接
の
原
因
は
、
字
型
の
類

似
に
よ
る
「
誤
認
」
と
、
誤
認
に
起
因
す
る
別
音
の
仮
名
の
対
比
記
述
に
気
付
い
た
書
写
者

に
よ
る
「
辻
褄
合
わ
せ
」
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
第
２
章
で
は
、明
治
期
の
『
源
氏
物
語
』

写
本
に
お
け
る
書
写
態
度
に
つ
い
て
、
字
母
に
注
意
し
て
書
写
し
た
と
明
記
す
る
希
有
な
写

本
で
あ
る
山
口
麦
生
本
を
調
査
し
て
、
仮
名
資
料
の
書
写
に
お
い
て
は
、
字
母
の
み
な
ら
ず

字
体
の
レ
ベ
ル
ま
で
正
確
を
期
し
た
と
し
て
も
、
完
全
に
正
確
に
は
写
せ
な
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
第
３
章
で
は
、
一
九
〇
〇
年
の
「
改
正
小
学
校
令
施
行
規
則
」
第
一
号
表
が
民

間
印
刷
さ
れ
る
際
に
、
明
治
政
府
の
意
図
し
た
も
の
と
は
異
な
る
字
体
で
印
刷
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
同
時
期
の
「
い
ろ
は
が
な
」
の
典
型
例
で
あ
る
『
仮
名
字
類
集
』
に
お
い
て
『
官
報
』

掲
載
の
第
一
号
表
と
異
な
る
字
体
で
第
一
号
表
の
普
及
過
程
で
生
じ
た
違
い
を
「
近
代
」
と
「
前

近
代
」
の
違
い
を
可
視
化
し
た
も
の
と
捉
え
て
論
じ
て
い
る
。
第
４
章
で
は
、「
傍
記
」
と
い
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う
補
助
的
な
表
記
が
、
新
た
な
本
文
に
取
り
込
ま
れ
る
過
程
に
つ
い
て
、『
源
氏
物
語
』
の
通

訳
書
『
新
編
紫
史
』
「
若
紫
」（
一
八
八
八
年
か
ら
刊
行
開
始
）
と
、
萩
原
廣
道
『
源
氏
物
語

評
釈
』
を
比
較
し
た
結
果
、『
新
編
紫
史
』
は
、『
源
氏
物
語
評
釈
』
の
補
助
的
な
表
記
で
あ

る
傍
記
を
本
文
に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
指

摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
本
論
文
は
、
仮
名
主
体
で
表
記
さ
れ
た
古
典
日
本
語
の
文
章
で
あ
る
「
仮
名
資
料
」
を
調

査
対
象
と
し
て
「
仮
名
資
料
の
文
字
調
査
」「
語
と
用
字
の
関
係
」「
字
体
認
識
と
書
写
態
度
」

の
観
点
か
ら
文
字
・
表
記
の
史
的
変
遷
を
実
証
的
に
解
明
し
た
研
究
と
し
て
高
く
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
第
１
部
で
研
究
の
目
的
・
用
語
・
資
料
・
方
法
に
つ
い
て
明
確
に
し
て
い
る
が
、
「
字
型
」

に
つ
い
て
は
よ
り
詳
し
い
記
述
が
望
ま
れ
る
。
本
論
文
に
お
い
て
特
定
の
写
本
に
限
定
す
る
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こ
と
な
く
諸
伝
本
を
可
能
な
限
り
収
集
し
て
調
査
対
象
と
し
た
の
は
、
言
語
行
動
に
お
け
る

書
写
態
度
も
含
め
た
文
字
・
表
記
の
特
質
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
言
語
研
究
の
目
的
に
照
ら

し
て
妥
当
な
方
法
で
あ
る
。

　
第
２
部
で
仮
名
資
料
で
あ
る
『
源
氏
物
語
』
の
諸
伝
本
に
お
け
る
使
用
文
字
の
仮
名
字
種

数
・
漢
字
含
有
率
・
改
行
位
置
の
一
致
度
な
ど
に
よ
っ
て
表
記
の
特
徴
を
分
類
し
て
い
る
の
は
、

日
本
語
学
に
お
け
る
文
字
・
表
記
史
の
研
究
方
法
と
し
て
充
分
な
実
証
性
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
第
１
章
で
提
唱
す
る
「
常
用
漢
字
」「
常
用
仮
名
字
体
」
は
斬
新
で
極
め
て
有
効
な
観
点

で
あ
る
が
、
古
典
日
本
語
に
お
け
る
実
態
解
明
の
た
め
の
用
語
と
し
て
は
な
お
検
討
の
余
地

が
あ
る
。
第
２
章
で
は
漢
字
含
有
率
と
仮
名
字
種
数
の
二
軸
に
よ
っ
て
写
本
に
よ
る
書
写
態

度
の
傾
向
が
鮮
や
か
に
可
視
化
さ
れ
て
い
る
点
も
高
く
評
価
で
き
る
が
、
古
態
性
が
仮
名
字

種
数
と
漢
字
含
有
率
の
低
さ
に
基
づ
く
理
由
を
い
ま
少
し
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

第
３
章
で
は
仮
名
の
《
志
》
の
使
用
位
置
か
ら
諸
伝
本
を
分
類
し
て
、
漢
字
含
有
率
と
仮
名

字
種
数
の
二
軸
に
よ
っ
て
作
成
し
た
散
布
図
を
用
い
て
「
花
散
里
」
の
六
七
伝
本
の
表
記
レ

ベ
ル
で
の
四
領
域
の
傾
向
を
明
快
に
示
し
て
い
る
。
第
４
章
で
は
専
修
大
学
蔵
本
を
、
第
５
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章
で
は
二
種
類
の
正
徹
本
を
調
査
対
象
と
し
て
、
写
本
の
古
態
性
を
個
別
的
に
文
字
・
表
記

の
面
か
ら
考
察
し
て
諸
伝
本
の
中
に
位
置
づ
け
る
研
究
で
あ
る
。

　

　
第
３
部
で
は
、
「
語
」
と
そ
れ
を
表
記
す
る
「
用
字
」
に
絞
っ
て
、
同
音
異
体
の
仮
名
の
位

置
に
よ
る
使
い
分
け
を
中
心
に
、
仮
名
主
体
の
多
様
な
資
料
に
お
け
る
実
態
を
解
明
し
い
る
。

第
１
章
で
は
議
会
図
書
館
本
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
ハ
」
の
異
体
仮
名
の
「
語
」
で
の

位
置
に
よ
る
使
い
分
け
に
つ
い
て
、
敢
え
て
断
定
的
な
結
論
を
急
が
な
い
の
も
本
論
文
の
慎

重
な
研
究
姿
勢
の
現
れ
で
あ
る
と
い
え
る
。
第
２
章
で
は
「
ケ
ハ
ヒ
」「
カ
タ
ハ
ラ
イ
タ
シ
」

の
ハ
行
転
呼
を
伴
わ
な
い
語
形
に
お
け
る
仮
名
字
種
の
揺
れ
を
指
摘
し
て
お
り
、
音
韻
史
上

の
有
益
な
指
摘
で
あ
る
が
、
語
頭
に
《
者
》、
語
中
に
《
八
》
が
多
い
理
由
と
し
て
語
彙
に
よ

る
偏
り
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
濁
音
が
少
な
い
《
盤
》
に
つ
い
て
漢
字
音
の
受

容
の
歴
史
か
ら
の
考
察
も
今
後
に
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
３
章
で
は
鎌
倉
時
代
末
期

写
の
『
足
利
本
仮
名
書
き
法
華
経
』
を
資
料
と
し
て
因
子
分
析
に
よ
る
統
計
的
な
手
法
を
用

い
て
、
語
に
固
定
し
た
仮
名
字
種
の
使
用
の
指
摘
が
貴
重
な
成
果
で
あ
る
。
第
４
章
で
は
そ

の
『
足
利
本
仮
名
書
き
法
華
経
』
に
お
け
る
頻
出
漢
字
字
種
の
分
析
に
よ
り
、
中
世
語
に
お
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け
る
文
字
・
表
記
史
の
解
明
に
新
た
な
情
報
を
提
供
し
た
と
い
え
る
。
第
５
部
で
は
『
百
二
十

句
本
平
家
物
語
』
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
な
ど
の
近
世
に
お
け
る
写
本
に
お
け
る
漢
字
「
候
」
の

変
形
し
た
「
省
略
字
体
」
の
位
置
づ
け
と
発
生
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
が
敬
語
補
助

動
詞
と
し
て
近
世
文
書
な
ど
多
方
面
で
使
用
さ
れ
る
に
至
る
「
候
」
の
字
体
に
つ
い
て
は
、

む
し
ろ
こ
の
章
に
お
け
る
考
察
を
起
点
と
し
て
資
料
・
時
代
と
も
に
さ
ら
な
る
発
展
が
見
込

ま
れ
る
課
題
で
あ
る
。

　
第
４
部
で
は
、
字
体
認
識
、
書
写
態
度
に
つ
い
て
、
中
世
以
降
、
近
代
に
至
る
表
記
の
課

題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
第
１
章
で
は
、
歌
書
『
悦
目
抄
』
類
の
「
位
置
に
よ
る
仮
名

の
使
い
分
け
」
に
関
す
る
記
述
の
諸
本
に
よ
る
錯
綜
に
つ
い
て
、
字
型
の
類
似
に
よ
る
誤
認

と
「
辻
褄
合
わ
せ
」
に
よ
る
と
す
る
指
摘
が
仮
名
ご
と
の
詳
細
な
分
析
か
ら
導
き
出
さ
れ
て

い
る
。
第
２
章
で
は
、
資
料
価
値
が
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
明
治
期
の
写
本
で

あ
る
麦
生
本
『
源
氏
物
語
』
を
敢
え
て
分
析
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
近
代
に
お
け
る

書
写
態
度
の
解
明
を
研
究
課
題
と
し
て
設
定
す
る
の
も
本
論
文
が
文
字
・
表
記
史
の
全
体

像
の
把
握
を
目
指
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
基
づ
く
も
の
と
い
え
よ
う
。
第
３
章
で
は
、
明
治
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三
十
三
年
の
「
改
正
小
学
校
令
施
行
規
則
」
の
第
一
号
表
の
仮
名
字
体
の
印
刷
時
に
お
け
る

錯
誤
の
背
景
に
前
近
代
的
規
範
の
詳
細
な
調
査
に
基
づ
い
た
考
察
を
加
え
て
お
り
、
妥
当
な

結
論
を
得
て
い
る
。
第
４
章
で
は
、
古
典
籍
に
お
け
る
補
助
的
な
表
記
で
あ
る
「
傍
記
」
が

近
代
の
口
語
訳
に
取
り
入
れ
ら
れ
新
た
な
本
文
に
な
っ
て
ゆ
く
過
程
を
『
源
氏
物
語
』
を
例

に
解
明
し
て
お
り
、
こ
れ
は
近
代
語
の
資
料
論
と
し
て
も
有
益
な
視
点
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
本
論
文
は
、
以
上
の
よ
う
に
再
考
の
余
地
も
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
に
第
１
部
・

第
２
部
・
第
３
部
・
第
４
部
に
亘
っ
て
統
計
的
手
法
を
用
い
た
詳
細
な
分
析
を
踏
ま
え
た
独

創
的
な
考
察
に
よ
り
仮
名
主
体
で
表
記
さ
れ
た
古
典
日
本
語
の
文
章
で
あ
る
「
仮
名
資
料
」

を
調
査
資
料
と
し
て
文
字
・
表
記
史
の
解
明
に
貢
献
す
る
研
究
と
し
て
高
く
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
よ
っ
て
、
本
論
文
の
提
出
者
、
齋
藤
達
哉
は
、
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
る

資
格
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
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令
和
二
年
十
二
月
二
十
七
日主

　
査

　
　
國
學
院
大
學
教
授

　
　
諸

　
星

　
美
智
直

　
㊞

　

副
　
査

　
　
國
學
院
大
學
教
授

　
　
小

　
田

　
　
　
勝

　
㊞

　

副
　
査

　
　
山
梨
県
立
大
学
教
授

　
　
二

　
戸

　
麻
砂
彦

　
㊞

　

03 斉藤達哉先生.indd   12 2021/01/14   13:28:09



－ 13 － － 12 －

　
　
　
　
　
齋
藤

　
達
哉

　
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

　
左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
問
を
行
っ
た
結
果
、博
士
（
文
学
）

の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
学
力
確
認
担
当
者

主
　
査
　
　
國
學
院
大
學
教
授
　
　
諸
　
星
　
美
智
直
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國
學
院
大
學
教
授
　
　
小
　
田
　
　
　
勝
　
㊞
　

副
　
査
　
　
山
梨
県
立
大
学
教
授
　
　
二
　
戸
　
麻
砂
彦
　
㊞
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